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精神科病院での身体拘束「しっかりと調べて対処」 - 塩崎厚労相
2017/7/21(金) 18:00配信

身体拘束の実態を把握した上で、対策を検討するとの考えを示した塩崎厚労相（21日、厚労省）



２０１４年
「医療事故調査制度」医療法修正

石井みどり （参議院議員）
参議院厚労部会委員長

橋本 岳（衆議院議員）
厚生労働政務官

医療事故調査制度検討会の委員を入れ換え
「事故」かどうかの判断は、事故を起こした病院が決める

という修正を入れた政治家：

http://www.yuki‐enishi.com/enishi/enishi‐2017‐08.pdf



世界３１⼈の精神科医からの書簡
• 「日本の身体拘束の平均期間は他の
先進国に比べて非常に長い。。。肺
血栓塞栓症による。。。死を引き起こ
している」

• 「国際委員会を組織し、国際的なレベ
ルで日本の精神医療の質を世界水
準に見合うよう改善すべく、委員会の
提案を仰ぐべきだ」



厚⽣労働省からの連絡（２０１８・４・１８）

• 「ケリー・ロバート・サベジ様への身体拘束については、精神保健福
祉法に基づいて適切に対応されていた」

• 「大和病院が、大和市立病院における死因を踏まえ、死因と身体拘
束の因果関係はないと判断しており、同制度による調査は実施され
ていない」

• 「精神病床における隔離や身体的拘束に関する調査のあり方につ
いては、。。。現在も引き続き検討がなされている」



１０⽇間連続⾝体拘束、肺梗塞の疑い

カルテ（大和私立病院、心臓病専門医）

カルテ（大和病院）



精神科指定医の意⾒書：
「法律が守られていなかった」



肺⾎栓症による死亡他にも確定
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